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を用いた脳動静 脈 奇 形 の 診 断

青樹 毅 ･宝金
岩崎 書信 ･阿部 清 漂 (志 晶 費 ㌔ 学 )

柏東 武 を語 霞 脳 神経 外 科 )

【目的】脳動静脈奇形に対し,3Dtime-Oトnight(TOF)

MR angiography(MRA)を施行 し,病変の検出能 ･

診断能について検討 した.【方法および対象】MRA は 3D

single･slab(ortw(光1ab)TOF法.通常の撮像 (plain

MRA)に加え,常用量の造影剤を用いた撮像 (CEMRA)

も行った.対象は脳動静脈奇形23軌 【結果および結論】

1)plai【lMRA での feeder.Ilidus,drainerの描出

率は各々85%175%. 0%であり,CEMRA ではいず

れも83%であった.偽陰性の原田としては′トさいサイズ

の AVM であり,plainTOPMRAでは saturatjoneHect

のため,また CEMRA では正常構造の重なりのため

描出不能であった.2)動静脈奇形の診断における有用

性としては,治療前後での評価や外来的な経過観察に非

侵鞍的に繰 り返 し施行可能であることなどであるが,問

題点としては通常の TOF法では流出静脈および nidus

の描出は通常不良であること,血流速度や血流方向に関

する情報が得られないこと,亜急性期の血腫が存在する

場合には 1､1短縮を示す血腫 も掃出されることが認め

られ衷.

p-B-7)MRA に よる中大脳動脈水平部の画

像診断

-その有用性 と問題点-
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今回われわれは,中大脳動脈水平部に対象を限定 して,

MRangiographyとX線 angiography所見を比較 し,

31)-′Ⅰ､OFMRA における偽陽性および狭窄病変の過大

評価を,MRA 読影上どのよF)に補正するか検討 した,

使用装置は Magnetom SP(Siemens1.5′1､㌦ MRA

は 3工>TOF,MTC.方法は中大脳動脈水平部狭窄性病

変を疑い,MRA とX線 angiographyの両署を施行 し

た症例に対 して ㊥ X線 angiography上の狭窄と MRA

上の狭窄との比較検討,② X線 allgiography上の狭

窄と MRA上の狭窄部末輪の描出程度の比較検討.

結果として,中大脳動脈水平部病変の MRA 読影上,

病変部局所の変化と同時にその末棉部の血管の描出程度
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を検討することにより,より高い診断柄度が得 p-'れるも

のと思われた.

p-B--･･-8)XeCT に よる正常側 ダイアモ ･ソJj

ス反応性の検討

西野 晶子 ･桜井 芳明
今泉 茂樹 ･上之原広司 二 ∴ ∴

XeCT CBF測定法により,正常髄と思われる症例

の Diam ox反応性を検討 した.対象 :′｣＼さな脳内出血,

脳梗塞,外傷,VBI,AVM 術後慢性期各 1例の正常側

計5例8側で,女性 2男性 3,平均年齢 47.6嵐 方法 :

diaZJepam lOmg+pentazocine15mg静注による鎮静

後,30% Xeガス4分吸入4分 washoutとし,1回

目の測定終了時ただちに Diamox1,CKX)mgを静注,15

分後より2回目の測定を開始 した.ROIは,正常側の

前頭葉,側頭葉,後頭葉に平均 250picxel,視床,内包

に平均 50picxelで設置 した.結果 :脳血管予備能率

(Diamox反応性)は,各部位ごとに異なり,前頭葉52.8

包67.0%であった.

p-B-9)脳腫壕における 201Tl-SPECT の右
用性

裾 守 ･･:I.llF':l 十 I,'･ .'工 :ゝ.lI:I,I.'､

【目的】通常 gliomaの治療は可及的全摘と放射線療

法が主体となっているが, 臨床上,radiationnecrosis

と recurrentgliomaとの鑑別に苦慮することが少な

くない.近年, この両者の鑑別に 201TトSPECT の有

用性が注目されつつある.また,201Tl-SPECTは glioma

の悪性度の指標になり,low訂adegliomaでは coldarea

を,highgradegliomaでは hotareaを示すといわ

れている.今回我々は multicentricgliomaの 2例を

含む4例に 201Tl-SPECT を施行 し検討 してふた.

【症例1, 2】17才男性,67才女性, いずれにも MRI

上 multicentriclesion を認め.biopsy を施行.

astrocylomagradem の診断を得て,60Gy照射.そ

の後 MRIにて病変増悪を認め.radiatiollneCrOSisと

の鑑別を要 したが 201TトSPE(二T では highuptakeで

あり,recurrentgliomaが疑われた.【症例3.4】62

才女性,40才男性.CT 上 LDA を認め摘出術施行.
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どちらも 20lTトSPECI､では coldal･eaを示 してお り,

病理診断は astrocytomagradeIであった.

【結論】全ての症例において gliomaの gradeと 2OITI

の uptakeの間に相関を示 した.更に症例1, 2では

radiationneerosisと recurrentgliomaの鑑 別 に

p-B一一10) 99mTc-DTPA-ヒ ト血清 ア′しイ ミン

(HSA--D)SPECT による脳腫塙 の

血管床及び血管透過性の評価につ い

て
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【目的】天幕上の脳腫壌25例 [転移性僻腫療lO例,悪

性星細胞腫 (Gr.3)8例.髄膜腫7例=Iを対象と して,

99rnTe-DTPA-ヒト血清7'/Lブミン (99mTc-HSA-D)及

び 201TISI〕ECT を施行 し,前著の臨床的意義につい

て検討した.99mTC-HSA-D SPECT では トレー-サーー投

与10分後に early鼠 5時間後に dclayed像を撮像 し,

各々 HSA-1Lndex(腫癌..了皮質領域)を算出 し,その経

時変化及び ーrトindex (腫壕 ･.､対側大脳)との相関関係

を分析した.【結果】各瞳額型において HSA-I)delayed

i11dexは earlyi11dexよりも有意 (p<0.05)に増加 し

た. 悪性星細胞腫と髄院瞳で.HSA-1p)early及び delayed

indexが有意 (p<0.01,p<O.OOl)に相関 し,感性星

に相関した.【考察】HSA-Dcarlyindexは,腫壕 の

血管床,delayedindexは血管透過性を反映し,これ

p-B-ll)C-llmetlli(･)nineによる脊髄髄内陸
塙の PET イメー ジ
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脊髄病変の診断は MRIなどの非侵襲的画像診断の

進歩で飛躍的iこ向上 している.最近,頚髄髄内陸癌にお

いて C-llmethi()nine(Met)PET を行い.若干の知

見を得たので報告する.

症例は68歳の男性で,5年前より両足底かZT〕上行性に

進行する知覚低下があ り.1年前には進歩が困難にな一'

た.入院時,C8以下の知覚障害 と軽度の四肢蘇峰があ

り-両下肢の膝反射が先進 していた.MRIで C3.-4お

早.T2強調像で高信号の髄内病変が認め られた.病変

は Gd-DTPA で境界鮮明に均 ･･一･･･一･に増強 され その頚お

よび尾側に兼職を伴っていた.PET は画像再構成によ

に明瞭に描出 され ことに Thl-2レベ′しの腹側;こ高

輿梼域がふr)わた.手術所見では腫癌が 0㌻Th2の Met

集構成に存在 し.Metの商敏横域で周囲組織 と強 く穂

首 しており.米菓血管が豊富であった.腰痛摘出と嚢胞

の開放を行い,組織診断は CI光lldymomaであった,

p--B-12)Sympt()maticpinealcystの 1例
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閉塞惟水頭症により発症 した 1例を経験 Lたので報告

する.症例は57歳女性.頗量感を主訴に受診 したが.檀

度の知能低下以外には,特に神経学的に異常を認めなかっ

た.画像上 側脳室は著明に拡大 し,quadrigeminalplate

の上方に位殿 した eystje111aSSによi)中脳水道は閉塞

されていた.CTcisternog【･aphyでは cyst内-の造

影剤の移行は認められなかった.hlmIでは GdによL)

薄 く平滑な wallが描出さIptた.TranstentorialsLlPra-

ceret光11arapproachにて cystを亜全摘 L.症状の改

善をふた.Pinealcystは画像診断の進歩に伴い MRI

で2.5-40Joに発見され るが本例のように症状を皇する

例 は 稀 で あ る .

PmB一一13)滑車神経鞘腫の 1例

一･二･･･.･ ･'t･･･ '.lilt:.∴ ∴ ‥ -- ,

佐々木一桁 ･川守田 惇 ( 同 神経内科1

症例は39才の女性.主訴は頭痛 ･鳴吐 ･複視.現病歴

は来院 2年前よE)左 目がちらつ き始め,平成4年 7月20

日頃からはめまいが出現. 7月26円朝.左前頭部の頭重

感 ･晦吐 ･複視を訴え,同日当院神経内科を受診.脳腫

癌の診断で 8月22日当科紹 介入院 となる.神経学的陽性


